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「
国
民
健
康
保
険

こ
う
変
わ
り
ま
す
」

国
民
健
康
保
険
は
平
成
六
年
十

月

一
日
か
ら
、
次
の
よ
う
に

一
部

改
正
に
な
り
ま
す

。

入
院
時
食
事
療
養
費
の
新
設
に

一

つ
い
て

一

入
院
し
た
と
き
の
食
事
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
は
診
察
、
投
薬

な
ど
と
と
も
に
「
療
養
の
給

付
」

の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
て
、
国
保

に
加
入
し
て
い
る
被
保
険
者
の
場

合
、
三
割
の
自
己
負
担
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
入
院
の
際
の
食
事
に

つ
い
て
の
費
用
は
基
準
給
食
で
一

日

1
9
0
0

円
で
し
た
か
ら
、
そ

の
三
割
、

一
日
に
つ
き

5
7
0

円

が
自
己
負
担
担
当
分
と
し
て
支
払

わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す

。

十
月

一
日
か
ら
は

、
国
保
を
は

じ
め
、

老
人
保

健
医
療
受
給
者
の

方
を
含
め
て
、
す
べ
て

一
日

6
0
0

円
の
定
額
の
自
己
負
担
が
導
入
さ

れ
ま
す

。

こ
の
、
病
院
で
の
食
事

費
用
の
自
己
負
担
は
高
傾
療
養
費

ご
カ
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担

額
が
6

万
3
0
0
0

円
を
超
え
る

と
、
超
え
た
額
が
申
請
に
よ
り
払

い
戻
さ
れ
る
)
の
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん

。

今
回
の
制
度
改
正
の
な
か
で
併

せ
て
、
食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化

と
配
膳
時
聞
の
改
善
な
ど
良
質
な

食
事
の
提
供
や
、
栄
養
士
に
よ
る

栄
養
管
理

・

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
の

栄
養
指
導
、
食
堂
で
の
給
食
提
供

な
ど
入
院
中
の
食
事
に
つ
い
て
の

改
善
を
は
か
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。平成6王子

10月 1 日一
E辺倒bEEE3J主主主』】三匹目恒掴

600円

1 日 (3 食) 450円

1 日 (3食) 300円

1 日 (3 食)者

3か月までの入院

4か月目以降の入院

入力日般

市町村民税
非課税世帯

200円l 日 (3食 )
i m町村民税非課税世帯の
| 齢福祉年金受給権者

学
生
の
み
な
さ
ん

国
民
年
金
保
険
料
に
は

免
除
制
度
、
か
あ
り
ま
す

学
生
の
み
な
さ
ん
も
二
十
歳
に

な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
加
入
の

手
続
き
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

国
民
年
金
へ
の
加
入
に
と
も
な

い
、
学
生
本
人
ま
た
は
世
帯
主
が

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
保
険
料
を

納
め

る
こ
と
が

困
難
な
場
合
、
本
人
の

申
請
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す

。

一
般
的
に
学
生
本
人
に
椋
得
が

な
い

こ

と
等
の
理
由
に
よ
り
、
免

除
が
承
認
さ
れ
る
基
準
が
他
の
被

保
険
者
と
は
異
な

っ

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

山
学

校
等
の
設
立
形

態
が

(
国
公
立

・
私
立
)

山
親
元
世
帯
と

(
同
居
・

別
居
)

な
ど
の
要
素
が
加
味
さ
れ
、
親
元

世
帯
の
収
入
な
と
を
総
合
的
に
判

断
し
て
免
除
が
承
認
さ
れ
ま
す

。

た
だ
し
、
学
生
本
人
が
前
年
に

所
得
税
を
納
め
て
い
る
場
合
は
、

保
険
料
は
免
除
さ
れ
ま
せ
ん

。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
か
な
い
で
、
役
場
町
民

課
国
民
年
金
係
ま
で
必
ず
ご
相
談

下
さ
い
。

繰
り
上
げ
支
給
の
老
齢
基
礎

年
金
を
う
け
る
と

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

退
職
共
済
年
金
は

六
十
五
歳
ま
で
支
給
停
止
と

な
り
ま
す

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給

開
始
年

齢
は
六
十
五
歳
で
す
が
、
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
る
要
件
を
満
た
し

て
い
る
場
合
、
本
人
の
希
望
に
よ

り
六
十
五
歳
以
前
で
あ
っ
て
も
、

支
給
開
始
年
齢
を
繰
り
上
げ
て
年

金
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。し

か
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰

り
上
げ
て
請
求
す
る
と
、
繰
り
上

げ
以
前
か
ら
受
け
て
い
た
特
別
支

給
の
老
齢
厚

生
年
金
・
迫
職
共
済

年
金
が
、

六
十
五
歳
に
な
る
ま
で

の
問
、
停
止
さ
れ
ま
す
。

加
え
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に

も
十
分
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

一

受
け
取
る
年
金
額
は
、
請
求

し
た
年
齢
に
応
じ
て
、
次
表
の

割
合
で
減
額
さ
れ
、
こ
の
減
額

割
合
は
六
十
五
歳
以
降
も
終
生

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

二

請
求
し
た
後
で
障
害
の
状
態

に
な
っ
た
と
き
に
、
障
害
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

。

三

厚
生
年
金
の
加
入
者
に
な
っ

た
と
き
(
会
社
に
再
就
職
し
た

な
ど
)
は
、
年
金
の
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す

。

四
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ

て
請
求
を
す
る
と
、
後
で
請
求

の
取
消
し

ゃ
変
更
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

繰 uずを請求した
減傾率

ときの年齢

60歳 0_42 

61歳 0_35 

62歳 0_28 

63歳 0_20 

64歳 0_11 

篤

士
山

イサ

寄

重
信
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い

ま
し
た
。

明
内
博
さ
ん

友
近
ア
サ
ミ
さ
ん

(
見
奈
良

(
志
津川



生
命
保
険
と
税

保
険
に
加
入
し
保
険
料
を
支
払

っ
た
場
合
は
、
支
払
保
険
料
に
応

じ
て
一
定
額
が
所
得
税
を
計
算
す

る
際
そ
の
基
礎
と
な
る
所
得
金
額

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
保
険

金
を
受
け
取
っ

た
場
合
は
、
契
約

内
容
な
ど
に
よ
り
、
相
続
税
若
し

く
は
贈
与
税
又
は
所
得
税
の
課
税

関
係
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

。

【
生
命
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
}

所
得
者
本
人
や
家
族
を
受
取
人
と

す
る
生
命
保
険
や
簡
易

生
命
保
険
、

生
命
共
済
の
保
険
料
又
は
掛
金

(
以
下
「
保
険
料
」
と
い
い
ま
す
。

)

を
支
払

っ

た
場
合
は
、
そ
の
年
中

の
支
払
額
に
応
じ
て
、
二
疋
一
額
(
最

高

一
O
万
円
)
が
「

生
命
保
険
料
控

除
」
と
し
て
、
そ
の
年
の
所
得
金

額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

。

ー
、

生
命
保
険
料
控
除
額
の
計
算

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
保
険
料

を
、

二
足
の
要
件
に
該
当
す
る
個

人
年
金
保
険
料
と
、

一
般
の
生
命

保
険
料
と
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に

つ
い
て
次
に
よ
り
計
算
し
た
金

. 3 ・2qιーすれ.3・J

額
を
合
計
し
た
額
(
最
高

一
O
万

円
)
が
控
除
額
に
な
り
ま
す

。

支払った保険料の
生命保険料控除頻金額 (A)

25 ， 000円以下 (A) の金傾

25 ， 001円ー 50 ， 000円 (A) x 見 + 12 ， 500円

50 ， 001円一 100 ， 000円 (A) x 7:1 + 25 ， 000円

100 ， 001円以上 50 ， 000円

2

、
生
命
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
の
手
続

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
、
通

常
、
年
末
調
整
で
こ
の
控
除
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

事
業
な
ど
を
行

っ

て
い
る
場
合

は
、

確
定
申
告
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す

。

{
生
命
保
険
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
}

生
命
保
険
契
約
に
基

づ
い
て

、

一
時
金
や
年
金
を
受
け
取

っ

た
場

合
は
、

生
命
保
険
契
約
の
保
険
料

を
だ
れ
が
負
担
し
て
い
た
か
に
よ

っ
て
、
相
続
税
若
し
く
は
贈
与
税

又
は
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
り

ま
す
。

ー
、

満
期
保
険
金
を
一
時
に
受
け

取
っ
た
場
合

川
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が
、

保
険
金
受
取
人
の
と
き

受
け
取
っ
た
保
険
金
か
ら
負
担

し
た
保
険
料
を
差
し
引
い
た
金
額

が
一
時
所
得
と
し
て
所
得
税
の
課

税
対
象
と
な
り
ま
す

。

た
だ
し
、

一
時
所
得
に
は
五
O
万
円
の
特
別

控
除
が
あ
り
、
こ
れ
を
超
え
る
額

の
二
分
の

一
に
対
し
て
税
金
が
か

か
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す

。

ω
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が
、

保
険
金
受
取
人
以
外
の
と
き

受
け
取
っ
た
保
険
金
に
対
し
て

前
回
一
予
見
f

、
、
ま

t
'

-
与

4
F
カ
カ
カ
り
ま
す

2

、
死
t
保
険
金
を
一
時
に
受
け

取
っ
た
場
合

山
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が
、

死
亡
し
た
と
き

保
険
金
受
取
人
に
相
続
税
が
か

か
り
ま
す

。

た
だ
し
、
保
険
金
受

取
人
が
相
続
人
で
あ
る
と
き
は
、

法
定
相
続
人
の
数
に
五

O
O
万
円

を
掛
け
た
金
額
ま
で
が
非
課
税
と

な
り
ま
す

。

山
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が
、

保
険
金
受
取
人
の
と
き

受
け
取
っ

た
保
険
金
か
ら
員
担

し
て
い
た
保
険
料
を
控
除
し
た
金

額
が

、

一
時
所
得
と
し
て
所
得
税

の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す

。

ω
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が
、

保
険
金
受
取
人
で
も
死
亡
し
た

人
で
も
な
い
と
き

保
険
金
受
取
人
に
贈
与
税
が
か

か
り
ま
す

。

3
、

満
期
保
険
金
を
年
金
で
受
け

取
る
場
合

山
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が
、

年
金
の
受
取
人
の
と
き

毎
年
受
け
取
る
年
金
は
、
雑
所

得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す

。

山
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が
、

年
金
の
受
取

人
以
外
の
と
き

保
険
金
を
年
金
と
し
て
受
給
す

る
権
利
を
、
贈
与
に
よ

っ

て
取
得

し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
受

給
に
関
す
る
権
利
の
価
額
が
贈
与

税
の
課
税
対
象
と
な
る
と
と
も
に
、

毎
年
受
け
取
る
年
金
は
、
雑
所
得

と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な

り
ま
す

。

な
お
、
山
及
び
ω
の
雑

所
得
の
計
算
に
当
た

っ

て
は
、
そ

の
年
に
受
け
取
る
年
金
に
見
合
う

支
払
保
険
料
を
控
除
す
る
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す

。

4
、

死
t
保
険
金
を
年
金
で
受
け

取
る
場
合

ω
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が
、

死
亡
し
た
と
き

そ

の
受
給
に
関
す
る
権
利
の
価

傾
が
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な

る

と
と
も
に
、
毎
年
受
け
取
る
年

金

は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得
税

の
課

税
対
象
と
な
り
ま
す

。

山
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
人
が

、

年
金
の
受
取
人
の
と
き

毎
年
受
け
取
る
年
金
は
、
雑
所

得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま

す
。

※
山
・
山
の
雑
所
得
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年

の
年
金
稲
に
見
合
う
支
払

保
険
料
を
控
除
し
ま
す

。

『
自
賠
責

小
さ
な
シ
l
ル
で

大
き
な
安
山P

今
年
も
無
保
険
(
無
共
済
)
バ
イ

ク
対
策
協
議
会
(
総
務
庁
、
警
察

庁
、
大
蔵
省
、
農
林
水
産
省
、
運

輸
省
等
)
で
は
、
九
月一
日
か
ら
九

月

三
O
日
ま
で

「
無
保
険
量
…
共

済
で
ハ
イ
ク
を
な
く
そ
う
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」

を
行
い
ま
す

。

二
五
O

目
以
下
の
バ
イ
ク
に
は

車
検
制
度
が
な
い
こ
と
も
あ
三
\

自
賠
責
保
険
(
共
済
)
の
継
続
契
約

を
つ
い
忘
れ
が
ち
で
す

。

小
さ
な

バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い

ウ
て

「
油
断

は
禁
物
」
、
バ
イ
ク
の
起
、

一
す
人
身

事
故
も
軽
視
は
出
来
ま
せ
ん

包

無

保
険
(
無
共
済

)
で
死
傷
事
故
で
も

起
こ
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
大
変
で

す
e

ま
た
、
ハ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保

険
(
共
済
)
へ
の
加
入
が
法
律
で
義

務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
耐
熱
保
険
(
無

共
済
)
で
走
る
と
、
六
ヶ
月
以
下
の

懲
役
、
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰

金
、
さ
ら
に
違
反
点
数
六
点
と
な

り
、
免
許
停
止
処
分
と
な
り
ま
す

c

も
し
、
契
約
切
れ
に
な

っ
て
い

た
ら
、
最
寄
り
の
損
害
保
険
金
社
、

代
理
店
(
ボ
ハ
イ
ク・
臼
転
車
店
・
コ

ン
ビ

ニ
エ
シ
ス
ス
ト
ア

等
)
、
農
協

で
子
続
き
を
し
ま
し

ょ

う
。
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問
い
合
せ
、
申
し
込
み
先

⑩

役
場
福
祉
課
保
健
婦

宮
六
四
l

二
O
O

一
間

内
線
一
二
一
一
・
一
一
二
二

健
康
づ
く
り料理

講
習
会

増
や
そ
う

@
@
@
@
@
 

防
ご
う

@
@
@
@
@
@
 

現
代
の
日
本
人
の
食
生
活
の
中

で
、
唯

一
不
足
し
て
い
る
栄
養
素

は
カ
ル
シ
ウ
ム

で
す

。

カ
ル
シ
ウ

ム
は
、
骨
や
歯
を
作
り
、
精
神
の

イ
ラ
イ
ラ
を
お
さ
え
た
り
と
い
う

役
割
を
も

っ
て
い
ま
す

。

今
以
上
に
、
日

常
の
中
で
気
を

つ
け
て
と
り
た
い
カ
ル
シ
ウ
ム
と
、

そ
の
不
足
に
よ

っ

て
お
こ

っ
て
く

る

「

骨
粗
し

よ
う
症
L

に
つ
い
て

一
緒
に
勉
強
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

男
女
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す

。

ふ
る
っ

て
ご
参
ノ
加
く
だ
さ
い。

申
し
込
み
先

地
区
衛
生
委
員
又
は
保
健
婦
ま
で

月 日 場 所 時間 準備物 内 ~ 担当

10月 14 日後) 播磨古団地公民館 エフロ ン
1. 骨粗しょう症の理解

タツノ fー
①原因、症状、治療と予防

11 月 2 日 (水) 下林集会所 午前10時一 タオ jレ
②運動のすすめ

栄養士
2. カ ルシウム強化のための作戦

平成7年
堀池公民館

12時30分 筆記用具 ①カルシウムの多 く 含まれている食 保健婦
2 月 2 自体) 運動のできる 品 ・ 調理法
3 月 9 日 (木) 南野田公民館 服装 ②カルシウム強化献立(調理と試食)

l おとじより健康相談室
「おとしより 」 とその家族を対象に、 心 と身体の健

康相談を行います。

家庭で困っていること、自分のことで悩んでい

ること、痴呆に関することなどいろいろな相談に
応じます。 お気軽にご利用下さい。

対象町内在住の老人及びその家族

時間 午後2時-4時
場所 役場保健婦室

担当者 医師、保健婦

料金無料

内 容個別で相談に応じ、必要な指導及び助言
を行います。

※予約制です。 事前に申し込みが必要です。

日程表

平成 6年 1 9 月 5 日 (月) ・ 19 日伺)
10月 3 日 (月) ・ 17 日 (月)

11 月 7 日 (月) ・ 21 日 (月)

12月 5 日 (月) ・ 19 日 (月)

平成 7 年 1 1 月 9 日 (月) ・ 30 日明)
2 月 6 日 (月) ・ 27 日 (月)

3 月 6 日 (月) ・ 20 日 (月 )

| リハビ明室 | 
病気や老化などで日常生活に支障をきたしてい

る方に対し 、 リハビリ教室を行います。

対象 町内在住の方

時間 午後1時30分- 3時30分

場所町民会館

担当者 医師、理学療法士、作業療法士、保健婦

料金無料

申し込み方法

事前に申し込みが必要です。

日程表

平成 6年 9 月 5 日 (月) ・ 16 日倫)

10月 3 日 (月) ・ 21 日制

11 月 14 日 (月) ・ 25 日恰)

12月 5 日 (月) ・ 16 日恰)

平成 7年 1 月 9 日 (月) ・ 27 日掛

2 月 6 日 (月) ・ 17 日樹

3 月 6 日 (月) ・ 17 日倫)

※健康カレンダーの日程とは、 一部変

更となりましたのでご了承下さい。

グ

ひ
と
り
ひ
と
り
の
優
し
さ
は

社
会
の
資
産
で
す04

み
な
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
、

温
か
い
ご
協
力

に
よ
り
毎
年
実

施
さ
れ
て
い
る
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
が
、
今
年
も
十
月

一

日
か
ら

全
国

一
斉
に
行
わ
れ
ま

す
。

こ
の
共
同
募
金
運
動
に
よ
り

寄
せ
ら
れ
た
み
な
さ
ん

の
善
意

は
、

地
域
福
祉
の
発
展
や
、
社

会
福
祉
施
設
の
充
実
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す

。

募
金
期
間
は
平
成
六
年
十
月

中
で
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

。

詳
し
い
こ
と
は

重
信
町
共
同

募
金
会
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ

宮
六
四
ー

一
五
九
七
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小さなお子様を持つお母様ヘ 予防接種 のご案内
ポ オ 二種(ニ種)混合

別名 " IJ、児マヒ。といい、 ①百 日 咳一夜間の激しい咳が主症状の病気
病 主に小児に発生し、 J) ②ジフテリアーしわがれ声、犬の遠ほえのような
気

時に運動マヒをおこす。 ー、， , 咳、呼吸困難、 心臓障害のおこる病気
つ (~ 

'- も ③破傷風一傷口から菌が侵入し感染する病気。
L、

て
けいれんをおこす。

※二種混合は、百日咳を除外

方 生後3 ..，-月一 4才未満の聞に6週間以上の間隔で2回 I 期 - 2才一4才未満の間に3-8週間隔で3回
法 II 期 - 1 期終了後、 l年 - 1年半後に l回

日 ①H6年2月一 6月 生 10月 4 日 (!k) H 4年1 月 - 6 月 1 月 12 自 体) H4 年 7 月 - 12
程 ②H5年7月 一 H6年1月生 10月 27 日 (木) 生及び6才未満 2月 8 日附 月生及び6才未. 10月 20 日 (木)
対 及び4才未満の未投与者 11 月 24 日同 の未接種者 3月 2 日 (木) i荷の未接種者

ー 『ー ーーーーーーーーー - --------・・ー “ ・-- ー・ ・・- -晶』ーーーーー ーーー--- 宇 ・- - ・・ ー ーー ー

象 12月 21 日嗣 l 期終了 1&1年 -1年半 3月 30 日 体) I 期終了後l年-1年半
日寺 午後2時-3時 午後2時-2時30分間

そ 口から飲むシ ロ ップ状のワクチン。 6才未満であれば二種、 5才6 ヶ 月未満であれば二種
σコ

下痢をしていると効果が下がる 。 のワクチンが受けられる。他

備 ①場所町民会館

②持参品 印鑑、母子子帳(提示がないと予防接種を受けられません。 )
考 ③IIIT 内に住民票のある方に限ります。 当日 は体温を ìWJ っ てきて下さい。 詳しくは保健婦まで。

ゅ……@健康つ‘〈りスクー Jf; ω……@
健康づくりスクールを下記のとおり開催します。 皆さん、お誘い合わせの上おこし下さい。

対象 重信町在住の方 料 金 無料 場 所 町民会館

申し込み方法 事前に申し込みが必要です。

回 月 日 時間 内 容 ・ 講 師

午後l時30分 講義 「健康と運動」 一健康は足から 一
第l回 10月 18 日 (火)

-3時 NTT松山病院院長石戸谷武

講義 「健康と食生活」 運動と栄養のパフンス ー
第2回 10 月 26 日制 J/ 

愛媛県生涯学習推進講師 管理栄養士石丸啓子

講義 ・ 実技 「楽しく歩こう 」 その I 一歩く円IJ の健康チェ ッ クー
第3回 11 月 9 日 (水) J/ 

愛媛県健康増進センタ ー 運動指導員 丹下信一

実技 「楽しく歩こう 」 その II 一歩いて心 も身体もリフレッシュー
第4回 11 月 15 日 (火) J/ 

愛媛県健康増進センタ ー 運動指導員 中野 11萎

開催時間及び第1 回 目 の 日程が健康カ レ ンダーと は異ってお ります。 ご了承下さい。
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ハ
ロ
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③
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楽
し
め
ま
す
。
閏
庭
も
広
く
緑
の

内
山川・AHV 

多
い
環
境
の
中

で
、
五
十
六
名
の

日

-

A
ro

子
ど
も
た
ち
が
ゆ

っ

た
り
と
生
活

し
て
い
ま
す

。

一
、
二
歳
の
子
ど
も
た
ち
が
、

大
き
い
組
さ
ん
の
歌
声
に
つ
ら
れ

て
ヨ
チ
ヨ
チ
と
年
長

組
の
部
屋
に

行
き
歌
を
聴
い
た
り
、
リ
ヤ
カ
ー

に
乗
せ
て
も
ら
い

「
タ
ク
シ
ー
ご

っ
こ
」
を
し
た

り
と
、
み
ん
な
が

兄
弟
姉
妹
の
よ
う
に

仲
良
く
、
家

庭
的
な
温
か
い
雰
囲
気
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

て
ん
と
う

虫
、
か

た
つ
む
り
、

か
え
る
、
せ
み
、
バ
ッ
タ
等
季
節

の
虫
た
ち
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
、
そ

の
度
に
夢
中
に

な
っ
て
追
い
か
け

て
い
ま
す

。

今
の
時
期
は
、
あ
ち

こ

ち
の
木
々
か
ら

せ
み

の
大
合
唱

が
き
こ
え
、
毎
日
登
所
す
る
と
す

ぐ
網
と
カ
ゴ
を
持

っ

て
せ
み
と
り

開
始
で
す
。
さ
す
が
年
長
の
男
の

子
は
上
手
に
捕
え
る
こ
と
が
で
き

、

小
さ
い

子
ど
も
た
ち
の
羨
望
の

的

で
す
。

小
さ

い
子
ど
も
た
ち
は
後

か
ら
つ
い
て
ま
わ
り
、
捕
ま
え
た

せ
み
を
さ
わ
ら

せ
て
も
ら
っ
た
り
、

カ
ゴ
に
入
れ
て
持
た
せ
て

も
ら
っ

た
り

と
、
自
分

が
捕
ま
え
た
つ
も

り
で
得
意
気
な
顔
を
し
て

い
ま

す
。

ょをおっと、そおっとだよ(せみとり)

小
さ
い
子
は
大
き
い
子
を
慕
い
、

大
き
い
子
は
小
さ
い
子
を
や
さ
し

く
思
い
や
り
、
良

い
関
係
が
育
ち

つ
つ
あ

り
ま
す

。

国
庭
が
広
い
お
か
げ
で
圏
内
に

畑
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
じ
ゃ
が

芋
、
玉
ね
ぎ
、
き
ゅ
う
り
、
さ
つ

ま
芋
等
季
節
ご
と
に
様
々
な
野
菜

を
植
え
、
成
長
を
楽
し
む
と
同
時

に
収
穫
し
た
野
菜
の
味
も
楽
し
ん

で
い
ま
す

。

自
分
た
ち
が
大
切
に

育
て
た
と
い
う
喜
び
か
ら
で
し
ょ

う
、
野
菜
が
苦
手
な
子
ど
も
も
パ

ク
リ
と
食
べ
て
し
ま
い
ま
す

。

こんなに大きく育ったよ(じゃがいもの収穫)

又
、
鶏
を
飼
っ
て
い
ま
す
の
で
、

小
さ
い

子
も
菜
っ
葉
や
草
を
と
っ

て
来
て
、
鶏
小
屋
の
金
網
か
ら
そ
れ

を
つ
っ
こ
み

、

え
さ
を
あ
げ
る
の
が

大
好
き
で
、
喜
ん
で
し
て
い
ま
す

。

そ
し
て
、
新
鮮
な
卯
焼
、

卯
ご
は

ん
、
目
玉
焼
等
に
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
自
の
さ
め
る
よ
う
な

黄
色
で
と
て
も
お
い
し
い
で
す

。

こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
し
て
、

自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
気
持
ち

ゃ
、
生
命
を
大
切

に
す
る
こ
と
を

学
び
ま
す
。

東
に
見
え
る
石
鎚
、
南
に
肌

ヶ

嶺
、
そ
の
時
々
の
景
色
は
、
私
達

の
心
を
和
ま
せ

て
く
れ

ま
す

。

山
々
の
よ
う
に
悠
々
と
優
し
く
、

そ
の
子
な
り
の

個
性
を
発
揮
し
て
、

大
き
く
大
き
く
育

っ

て
ほ
し
い
と

願
い
ま
す

。

(
所長

渡
部

4辛
子

所
在
地

重
信
町
大
字
田
窪
一

O
九
五
ー

〈
雑
学
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法
|

小
林
康
夫

〈
歴
史
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戦
後
補
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と
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何
か|

日
H
リ
1
1
r
町
川1
日
刊刊
'
十ム

ム
息l
E
ι

キ
ホ
R
H
う
f

〈
地
理
〉
週
末
の
宿
ー

タ
ウ
ン
情

報
中
四
国
近
畿

〈
社
会
科
学
〉
究
極
の
悪
税
消
費

税
ー
早
川
勝

〈
医
学
〉
介
護
人
だ
か
ら
で
き
る

こ
と

|

一
二
好明
夫

〈
環
境
問
題
〉
ご
み
は
す
て
き
な

魔
法
っ
か
い
|

松
田
美
夜
子

〈
家
政
学
〉
元
気
が
で
る
美
味
し

い
ご
は
ん

l

山
本
ふ
み
、
}

〈
曜
業
〉
日
本
農
政
を
見
直
す
|

食
料
・

農
業
政
策
研
究
セ
ン

タ
ー

〈
娯
楽
〉
厳
選
キ
ャ
ン
プ
場
ガ
イ

ド
ー

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

&
R
V

研
究
会

〈
文
学
〉
スロ
l

ワ
ル
ツ

の
川
i

ロ

パ
|
卜
・

ジ
エ
|
ム
ズ

[
今
月
の
休
館
日
]

5

目
、
ロ
目
、
日
日
、
日
日
、

日
目
、
口
日
、
日
日
、
刊
日

〈
今
月
の
標
語
〉

読
書
甚
解
(
じ
ん
か
い
)
を
求

め
ず
H

書
物
を
読
ん
で
も
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を

無
理
に
わ
か
ろ
う
と
は
し
な

い
で
、
し
ば
ら
く
は
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く

。



住
み
よ
い
町
づ
く
り
の

た
め
に

こ

れ
ま
で
国
や
県
と
あ
い
ま
っ

て
同
和
地
区
の
住
宅

・

道
路
な
ど

の
環
境
改
普
の
た
め
の
事
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
同
和
対
策

事
業
に
つ
い
て

「
同
和
地
区
ば
か
り
が
よ
く
な
っ

て
、

こ
れ
で
は
逆
に
私
た
ち
の
方

が
差
別
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
も
の

J
/」
」

「
ほ
か
に
も
刷

っ
て
い
る

人
が
多

く
い
る
の
に
、
な
ぜ
、

同
和
地
区

の
人
だ
け
に
特
別
な
措
置
が
と
ら

れ
る
の
か
。
L

な
ど
の
意
見
を
耳
に
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

。
な
る
ほ
ど
と

忠
、
える

よ
う
な
・
意
見
で
す
が
、
ほ
ん
と

う

に
そ
う
だ
と
い
え
る
の
で
し

ょ
う

'
刀

全
国
各

地
で
実
施
し
た
意
識
調

査
の
結
果
で
も
、
同

和
対
策
事
業

に
対
し
て
、
反
対
や
消
極

的
な
考

え
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

• 7 ・ztιけめふ-J

は
た
し
て

、

同
和
地
区
の
環
境

を
改
善
す
る
こ
と
が
そ
れ
ほ
ど
批

判
さ
れ
る
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
か
。

二
七
O
年
ほ
ど
続
い
た
徳
川
幕

府
が
倒
れ
、
封
建
制

に
か
わ
る

新

し
い

明
治
政
府
の
成
立
に
多
く
の

国
民
は
喜
び
ま
し
た

。

特
に
、
一
八
七
一
年
(
明
治
四
年
)

に
身
分
制
度
を
な
く
す
た
め
に
、

政
府
か
ら
出
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
解

放
令
」
に
つ
い
て
は
、
被
差
別
部
落

の
人
々
の
喜
び

と
期
待
は
実
に
大

き
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た

。

し
か
し
、
こ
れ
に
は
差
別
解
消

の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
や
経
済

的
な
裏

付
け
が
と
も
な
わ
ず
、
名

ば
か
り
の
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
も
、
国
の
取
り
組
み
は
、

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
ず
差
別
の
き
び

し
さ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た

。

そ
の
た
め
、
同

和
地
区
の
人
た

ち
は
、
そ
こ
に
生
ま
れ
育

っ
た
と

い
う
だ
け
で
、

主
要
な
産
業
で
働

く
こ
と
か
ら
し
め
出
セ

-

れ
、
不
安

定
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
経

済
的
・
社
会
的

・

文
化
的
に
低
位

な
実
態
に
お
か
れ
て
き
た
の
で
す

。

こ
の
よ
う
な
実
態
を
残
し
て
い

た
こ
と
が
、
ま
た
、
差
別
意
識
を

生
ん
で
い
く
と
い
う
悪
循
環
を
く

り
返
し
、
人
々
の

差
別
意
識
を
い

っ
そ
う
強
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
差

別
か

ら
の
完
全
解

放
を
願
う
人
々
の
運
動
な
ど
の
結

果
、

一
九
六
五
年
(
昭
和
四
十
年
)

に
同
和
対
策
審
議
会
の
答
申
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

答
申
の
中
で
は

、

同
和
問
題
の

解
決
は
国
の

責
務
で
あ
り
、
国
民

的
課
題
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た

。

こ
の
答
申
を
受
け
て
、

長
年
に

わ
た
る

部
落
差
別
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
き
び
し
い
生
活
実
態
を
改

善
し
、
差

別
意
識
を
生
み
出
す
根

倣
を
断
ち
切
り
、
部
落
差
別
そ
の

も
の
を
な

く
す
た
め
に

、
行

政
が

同
和
対
策
事
業
に
取
り
組
む
、
」
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

現
在
の
同
和
対
策
事
業
は

、

「
地

域
改
善
対
策
特
定
事
業
に
係
る
国

の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
」
(
地
対
財
特
法
)
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
よ
う
な
特
別
措
置
法
と

言

え
る
も
の
は
、
同

和
地
区
に
関
す

る
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
中
の
い
く
つ
か
の
法
律
に

「
離
島
振
興
法
・
山
村
振
興
法
・

住
宅
地
区
改
良
法
」

な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
法
律
に
基
づ

き
、
そ
れ
ら
に
該
当
す
る

地
域
や

分
野
に
お
い
て
、
特

別
な
事
業
が

多
方
面
に
わ
た
っ
て
進
め
ら
れ
て

い
ま
す

。

同
和
対

策
事
業
は
、

と
り
わ
け

人
権
に
か
か
わ
る
重
要
な
も
の
と

言
え
ま
す
が
、
他
の
こ
れ
ら
の
事

業
も
同
じ
よ
う
に
生
き
る
権

利
を

保
障
し

、
生
活
水
準
を
引
き
上

げ

る
こ
と
を
め
ざ
す
も
の
な
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
同
和
対
策
事
業

だ
け
を
特
別
視
す
る
考
え
方
は
誤

り

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

同
和
対
策

事
業
は
部
落
差
別
解

消
の
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

部
落
差
~別
を
な
く
す
こ
と
が
、
市

民
一
人

一
人

の
基
本
的
人
権
が
完

全
に

保
陣
さ
れ
る
明
る
い
社

会
を

つ
く
る

こ

と
に
つ
な

が
る
の

で
す
。

日
時

九
月
九
日
樹

午
後
七
時
三
十
分
1

九
時

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

県
生
涯
学
習
推
進
講

師

仲
田
稔
側
先

生

「
民
族
紛
争
そ
の
背
景
」

講場
師 所

演
題

申
学
校
宿
業
程
度

聴
定
賦
験

病
弱
、
そ
の
他
の
や
む
を
得

な
い
中
山

の
た
め
、
小
学
校
を

卒
業
す
る
こ
と
が

出
米
な
か

っ

た
者
に
対
し
て
、

中

学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
が
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す

。

合
俗
者
に
は
、
高
等

学
校
の

入
学
資
格
か
与
え
ら
れ
ま
す
。

受
験
資
格

平
成
七
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
満
卜
五
歳
以

上
に
な
る
者

試
験
日

平
成
六
年
十

一
川

十

一
日
働

試
験
場

愛
媛
県
庁

願
書
受
付
期
間

平
成
六
年
八

月
八
日
聞
か
ら
九
月
七
日
附

ま
で

。

受
験
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
愛
媛
県
教
育
委
員
会
、

義
務
教
育
課
ま
で
お
問
い
合
せ

下
さ
い

。

宮
四

一
ー

一
一
一
一
一
間

内
線
四
三
二
三
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社禽

畝青
8

・

9
-
m

ペ
ー

ジ
に
関
す
る

問
い
合
せ

・

申
し
込
み
先

町
民
会
館
社
会
教
育
課

宮
六
四
ー

一
五
O
O

間

第
幻
回
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

第
何
回
女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

子
供
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
七
月
三

男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル

十
一
日
、
東
温
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

A

ブ
ロ
ッ
ク

ブ
の
後
援
の
も
と
重
信
中
学
校
野
優
勝
樋
口

球
場
ほ
か
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

準
優
勝
志
津

川
A

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は

二
十

一

第
三
位
下
林

A

チ
ー
ム
、
女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ホ
ー

ル
に
は
二
十
七
チ

ー

ム
が
参

加
し
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た

。

女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

A
フ
ロ

ッ
ク

優
勝
上
村

準
優
勝
田
窪
北

A

第
三
位
見
奈
良

A

B

フ

ロ

ッ
ク

優
勝
下
林

B

準
優
勝
志
津

川
B

第
三
位
北
野
田
・
新
村

A

B

フ
ロ
ッ
ク

優
勝
目

窪
南

準
優
勝
牛
洲
団

地

第
三
位
上
樋

・

播
磨
台

C

ぃ
フ
ロ
ッ
ク

優
勝
見
奈
良

準
優
勝
牛
測

第
三
位
西
岡

わ
ん
協
〈
広
場

野
外
字
ャ
シ
ヲ

ふ

八
月
四
、
五
日
に
、
わ
ん
ぱ
く

広
場
団
員
五
十
七
名
、
引
率
十
名

計
六
十
七
名
が
、
山
之
内
小

学
校

跡
キ
ャ
ン
プ
場
で
、

一
泊
二
日

の

野
外
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た

。

一
日
目
は
、
テ

ン
ト
張
り
・

水

遊
び
・

野
外
炊
飯
、
夜
に
は
、
キ

ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー

を
行
い
ま
し

・7
」
。

一
一日
目
は
、

川
で
魚
つ
か
み

・

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

な
ど
を
行
い
、
楽

し
い

二
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た

。

文
化
協
会
加
入
団
体
紹
介

p

重
信
コ
ー
ラ
ス
p

重
信
町
の
歌
大
好
き
の
お
母
さ

ん
達
が
作
り
ま
し
た
重
信
コ
ー
ラ

ス
も
十
二
年
目
と
な
り
ま
し
た

。

先
日
、
松
山
市
民
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
、
お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
県

大
会
で
は
ひ
ま
わ
り
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た

。

又
、
十
月
に
は
愛
媛

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

地
区
別
合
唱
ま
つ
り
が
聞
か
れ
ま

す
。

こ
れ
は
松
山
地
区
管
内
の
合

唱
団
体
の
発
表
交
歓
の
場
と
な

っ

て
い
ま
す

。

私
達
も
今
は
こ
の
大

会
に
向
け
練
習
し
て
い
ま
す
が
、

暑
い
中
、
町
民
会
館
で
の
歌
の
練

習
も
夏
パ
テ
解
消
の
一
つ
で
す
。

歌
う
こ
と
の
好
き
な
方
、

一
緒
に

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作

っ
て
み

ま
せ
ん
か

。

入
団
申
し
込
み
は

高
橋
(
六
回
|

九
四
九
九
)
ま
で
。

毎
週
木
曜
日
午
後

一
時
半
よ
り
練

習
し
て
い
ま
す
の
で
聞
き
に
来
て

み
て
下
さ
い
。

育
児
に
つ
い
て
不
安
や
悩
み
を

も
っ
親
の
た
め
に
、
愛
媛
県

教
育

委
員
会
が
専
門
の
相
談
員
を
派
遣

し
、
共
に
話
し
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
悩
み
の
解
消
に
努
め
る

と
と
も
に
、
健
全
な
え
ひ
め
の
子

を
育
成
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
実
施
し
ま
す

。

日
時

九
月

二
十
八
日
附

午
前
十
時
l

十
五
時

(受
付

午
前
九
時

三
十

分
i

十
時
)

場
所
町

民
会
館

相
談
内
容

幼
児
の
身
体
、
知
能
、

言
語

、

遊
び
、
く
せ
、
し
つ
け
、
食
事
、

性
格
、
排
地
、
登
園
登
校
拒
否
、

祖
父
母
と
の
関
係
、
そ
の
他

※
前
も
っ
て
重
信
町
教
育
委
員
会

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
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h人は一人では生きられない」
暁先生作家・脚本家早坂

( i 
( 5 
8祭

11 月 4 日後)

午後7時30分'"'"'9時

聴講券は、町民会館 ・ 役場等で

販売しております。

お気軽にお問い合せ下さい。

350円(当日 400円)

重信町文化協会

重信町民会館

師

時

催

聴講料

所

講

場

主

日

講師プロフィール
1929年愛媛県北条市生まれ。 ~二~

旧制松山中学校、海軍兵学校、旧制松山高校を経て 、 日本大学芸術学部演劇科卒。 ( GIiiií!!!宮、

業界誌編集長、出版事業に従事 しなが ら、テレビシナリオを書き始める 。 \ι皿置:'J

以後、小説、 H央画シナリオ、戯曲、鈴台演出、 ドキ ュ メ ン タリー制作を手がけている 。 '\三二ー占F

代表作 と して、 テ レビ. r夢千代日記J r花へんろ」、映画 r天国の駅J r ダウンタウ ン ・ヒーロー ズ J

「空i毎」、小説 r公園通り の描たち J r華 日記」、舞台 r天下御免J r好色一代男」 等がある 。 / .. ""

・芸術選奨文部大臣賞 ・放送文化賞 ・新田次郎文学賞 ・ 講談社エ ッ セイ賞 r .“・ h

・ モ ン テカルロ祭脚本賞 ・芸術祭賞 ・ 1994年度紫綬褒章など ¥246  

第
叩
固
重
信
町
文
化
祭
作
品
募
集

今
年
の
文
化
祭
は
、

ま
す

。

文
芸
大
全
へ
の
応
募
、
美
術
展
・

菊
花
展
へ
の
出
品
方
法
は
、
次

の
と
お
り
で
す

の
で
、
ふ

る

っ

て
応
募
・
出
品
し
て
下
さ
い

。

文芸大会応募要項美術展出品要項調花展出品要項

十
一
月

三
日
同
か
ら
六
日
間
に
か
け
て
町
民
会
館
を
会
場
に
行
わ
れ

〈俳句〉

0選者未定

。応募数 一人当季雑詠3句で

未発表作品に限る 。

。 備考 当日の席題は、 一人2旬

以内で未発表作品に限る 。

〈短歌〉

0選者未定

。応募数 一人当季雑詠3 首で

未発表作品に限る 。

()II 柳〉

。選者上岡喜久子先生

〈出品種別〉

o水墨画額又は軸表装
o絵画
o書道 全紙以下で額又は輸表装

(醇風可)
o 写真 四つ切り以上
0手芸 ・彫型 室内展示のできるも の
0陶芸
。華道 町内華道社中を通じて募集
※冗童生徒作品については、各小 ・ 中学
校ごとに募集

11月 2 日(羽(出品者が

町民会館へ搬入)

〈内容〉

大輪菊 ・ けんがい

菊 ・ 盆栽菊 ・ 切花

〈搬入日〉

〈出品資格〉

(1 )町内在住者又は出身者
(2 )町内勤務者及び通学者

菊等

〈賞〉

町長賞その他多数

〈申し込み方法〉

町民会館に置いで

ある申し込み書へ

o 宿題 「正直J rパジャマ」

「水」 の3題のそれぞれに、 2

句を投句する。

0備考 当 日の席題は、 一人2句

以内で未発表作品に限る 。

〈申し込み方法〉 ハガキ等に、住

所・氏名・電話番号を記入し、 10

月 11 日 (.ね- 15 日(却の聞に町民会館

内町ー文化協会事務局へ提出。

〈出品料〉

無料(無審査)

〈申し込み方法〉
町民会館に置いである申し込み書へ記
入し、 1 0月 11 日(刈 -15 日(士)の聞に 1111 民会
館内町文化協会事務局へ提出。

記入し、 10月 11 日

(刈 -15 日(土)の聞に

社会教育課 (渡部)

まで提出。

〈作品搬入〉

11 月 2 日嗣午前8時30分~正午まで

〈作品搬出〉

11 月 6 日(日)午後5時- 9時
※不可抗力による損害については、 責任
を負いませんのでご了承下さい。



文化協会セミナー
町文化協会主催による講演会を次のとお り開催し

ますので、お気軽にご参加下さい。

日 時 10月 2 日旧)午後l時30分 -3時

場所 町民会館

講師 松山工業高等学校教諭

清家一明先生

演題 「皿ヶ嶺の自然を楽

しむ」

内容 1m ヶ嶺など、重信の

自然のすばらしさと、

その{呆設はどう ある

べきか……。 写真等

を使つての講演です。

入場料 無料

[ 纏揚文学
第5回目の福寿大学を次のとお り開催 しますので、

お気軽にご参加下さい。

日時 9月 16 日働午後l時30分一3時

場所 町民会館

内容 フォークダンス 「河内音頭」

「カイザー・レ ン トラー」

講師 県レクリエーショ ン協会副会長

長井哲朗先生

受講料 無料

主催 lilJ教育委員会

Jrιけのふ;:1 10 ・

仁 中央料理教室
対象 町内女性(職場が町内の方も可) 30名

期間 10月~平成7年1 月

時間 午前9時30分-12時

場所 町民会館(栄養指導室)

参加費 3.000円(材料費のみ)

講師 松山シェフルール 高橋博子先生

問い合せ・ 申 し込み先 社会教育課

日程 | 月日 | 限| 内 容
10月 20 日

季節に見、じた家庭料理

(和風・洋風 ・ 中華)

| レワリエーぬふバレーボール大会 I I 皿ケ嶺登山
重信町レ クリ エーション協会の発足を記念して 、 レ

ク リエーションバレーボール大会を行います。やっ て

みたいな、ゃったことがある、そんな人のためのスポ

ーツです。お気軽にご参加下さい。

日 時 9月 25 日 (日)午前9時一午後3時

場所 重信町トレーニ ングセ ンター

チーム 6名以上

参加聾 l 人 200円

申し込み先 重信町牛測1957 - 1 35-23 

藤原梢 fi64 - 5841

はがきにチーム名、メンノ〈ー名を記入の上、 9月 19 日(月)

までに申し込んでください。

日 時 10 月 10 日 01l 午前8時町民会館を出発

行先 皿 ヶ嶺連峰県立自然公園

募集人員 90名(定員にな り次第締切ります)

参加費 無料

日 程 町民会館(ノ〈ス ) →久万町六部堂から登山→

キャンプ場で畳食→上林登山口まで下山(ノ〈

ス)→町民会館

申し込み方法

社会教育課

(電話申し込み可)

申し込み資格

小学生以上の町内居住者

(但 し、 小学生は保護者同伴)



平
成
六
年
七
月
二
十
九
日
に
町

内
女
性
団
体
(
十
一
二
)
の
代
表
者
が

集
ま
り
、

町
長
を
囲
ん
で
今
後
の

女
性
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

そ
の
中
で

町
内

の
各
女
性
団
体

の
連
絡
調
整
、
情
報
交
換
及
び
研

修
全
等
を
通
し
て
女
性
の
資
質
の

向
上
を
目
的
と
し
た
「
重
信
町
女

性
会
議
」

を
結
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た

。

な
お
、
役

員
に
次
の
方
々
が
選

任
さ
れ
ま
し
た

。

議
長
増
田
康

子

副
議
長
福
積
清

美

日
中
野
ま
り

日
(
未
定
)

女
性
団
体
(
五
十
音
順
)

親
子
劇
場

親
と
子
の
良
い
映
画
を
観
る
全

国
際
交
流
サ
ロ
ン

重
信
コ
ー
ラ
ス

重
信
町
商
工
会
婦
人
部

重
信
町
婦
人
会

J
A

重
信
町
婦
人
部

女
性
塾

中
央
レ
デ
ィ
ー
ス
学
級

と
も
し
ぴ
母
親
ク
ラ
ブ

日
赤
奉
仕
団

保
健
栄
養
推
進
協
議
会

母
子
寡
婦
福
祉
会

1 11 ・2tιけめぶ

新
議
長
あ
い
さ
つ
(
抜
粋
)

今
年
は
、
「
家
族
年
」
で
ご
ざ
い

ま
す

。

家
族
の

一
人
ひ
と
り
は

、

そ

れ

ぞ
れ
個
性
を
も
っ

て
お
り

、

そ

の

個
性
を
尊
重
し

、

発
揮
し
な

が
ら

家
族
と
い
う
団
体
の
中
で

労
り

合

い
助
け

合
っ
て
い
く
の
が
、
最
も

望
ま
し
い
形
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

。

現
在
は
、
「
男
女
共
同
参
画
型
」

の
社
会
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
わ
が

重
信
町
に
お
き
ま
し
で
も

、

女
性

が
持
つ
感
性
や
も
の
の
見
方
、
考

え
方
等
、
そ
の
特
徴
を
発
揮
し
、

男
性
と
共

生
し
て
、
よ
り
良
い
町

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
も
の

だ
と
考
え
ま
す

。

そ
う
い
う
意
味
で
、

こ
の
ム
エ
が

和
や
か
で
、
作

っ
て
よ
か

っ
た
な

あ
と
忠
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

和
や
か
で
、
お
互
い
が
信
頼
し
、

助
け
合
い
の
で
き
る
、
こ
の
会
の

初
代
議
長
に
私
を
お
選
び
下
さ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

行
政
の
皆
様
、
各
女
性
団
体
の

責
任
者
の
皆
様
、
そ
し
て
各
団
体
の

全
員
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援

を

心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す

。

お
也
邑
包
宮

ボ
カ
シ
講
習
会

七
月
八
日
、
ご
み
減

量
の
対
策

の
ひ
と
つ

と
し
て
最
近

注
目
さ
れ

て
い
る
ボ
カ
シ

(
E
M
菌
を
使
っ

た
生
ゴ
ミ
処
理
の

一
方
法
)
の
講

習
会
が
開
か
れ
ま
し
た

。

今
回
女
性
塾
で
は
、

E
M
閣
と

糖
み
つ
に
ヌ
カ
と
モ
ミ
ガ
ラ
を
あ

わ
せ
、
ボ
カ
シ
を
作
る
と
こ
ろ
か

ら

は
じ
め
ま
し
た

。

E
M
菌
と
糟
み
つ
を
計
る
と
こ

ろ
は
、
ス
ポ
イ
ト
等
使
っ
て
、
な

に
や
ら

理
科
の
実
験
室
の
よ
う

。

出
来
上
が
っ

た
ボ
カ
シ
は
各
自
の

家
で

一
週
間
ね
か
せ
て
陰
干
し
し

て
完
成

。

あ
と
は
毎
日
で
る
生
ゴ

ミ
を
容
器
に
い
れ
、
そ
れ
に
ボ
カ

シ
を
ふ
り
か
け
る

。

こ
れ
を
交

互

に
繰
り
返
し
、
容
器
が

一
杯
に
な

っ

た
ら
、

一
週
間
ね
か
せ
て
庭
や

畑
の
土
の
中
、
あ
る
い
は
プ
ラ
ン

タ
l

の
中
へ
。
二
週
間
後
に
は
分

解
し
、
立
派
な

肥
料
に
な
る
と
い

う
計
算
で
す

。

ボ
カ
シ
肥
料
は
連

作
障
害
も
防
げ
、
野
菜
や
花
が
み

ご
と
に
育
つ
と

言
い
ま
す

。

あ
る
市
で
は
す
で
に
、
庭

の
な

い
ア
パ
ー
ト
住
ま
い
の
人

の
た
め

に
、
出

来
た
ボ
カ
シ
ゴ
ミ
を
回
収

す
る
こ
と
も
試
み
て
い
る

と

か
。

重
信
町
で
も
、
今
後
の
普
及
に
は
、

い
か
に
ボ
カ
シ
を
常
時
供
給
す
る

態
勢
を
整
え
る
か
が
課
題
で
し

ょ

、
「
ノ。

女
性
塾
塾
生

M
-
M
)
 

中山町婦人会指導者との交流

平
成
六
年
度
の
標
記

研
修
会

を
左
記
の
要
領
で
開
催
し
ま
し

Jに
。

特
に
中
山
町
で
は
中
山
町
婦

人
会
の
指
導
者
と

交
流
し
、
大

き
な
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

『H
」

研
修
日
七

月
十
七
日
間

研
修
内
容

O

風
の
博
物
館
見

学

つ

地
元
婦
人
会
指
導
者
と
の

交
流

O

地
元
特
産
品
の
調
査

研
究

O

そ
の

他
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圃;且五母語J誼孟孟ヨ・

を
希
望
さ
れ
る
方
も
、
期
間
内
に

申
請
を
し
て
お
い
て
下
さ
い

。

)

保
育
時
間

午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

。

た
だ
し
、
特
に
必
要
と
認
め
る
場

合
に
限
り
、
早
朝

・

居
残
り
保
育

を
い
た
し
ま
す

。

(土
曜
日
は
午
前

中
で
終
り
ま
す

。

)

保
育
料

各
家
庭
の
課

税
状
況
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場

福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

宮
六
四
l

二
O
O

一
間

(
内
線
二
五
三
)

て
働
い
て
い
る

。

ω
妊
娠
中
か
出

産
後
、
聞
が
な
い
。

凶
病
気
又
は
心
身
に
障
害
を
有
す

ヲh
v。

同
病
人
等
の
同
居
の
親
族
を
常
時

介
護
し
て
い
る

。

削
災
害
の
復
旧
に

当
た
っ
て
い
る
。

入
所
手
続

申
請
書
は
、
役
場
福
祉
課
又
は
、

各
地
区
の
民

生
・

児
童
委
員
宅
に

あ
り
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
民
生

・

児
童
委
員

(左
表
の

と
お
り
)
に
提
出
し
て
下
さ
い

。

受
付
期
間

平
成
六
年
十
月
一
日
か
ら
十
一

月
三
十
日
ま
で
。

(
出
産
等
の
理
由
で
途

中
入
所

施設名 所在地 r疋ム，貝口 電話

双葉保育所 志津川210 150名 64-2233 

南吉井保育所 田窪1095-2 90名 64-2235 

南吉井第二保育所 牛 i*IJ 2003- 3 120名 64-3122 

拝志保育所 下林甲2031 90名 64-3003 

上林保育所 上林甲2532ど乙 64-6111 

重信町では、保母資格をお持ちの方で、臨時保

母として登鉢される方を募集しています。これ

は、今f~}j (，、ている保母が、 出産や病気などで長期

の休暇をとる場合に、代替保母として勤務をお願

L 、す るものです。

詳しくは、役場福祉課ま でお問 L 、合せ下さい。

宮64 -2001 内線253

町立保育所

平
成
七
年
度
の
町
立
保
育
所
入

所
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

。

入
所
資
格

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の

理
由
の
た
め
家
庭
で
の
保
育
に
欠

け
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

。

ω
畳
間
に
家
庭
外
で
働
い
て
い
る

。

ω
畳
間
に
家
庭
内
で

子
供
と
離
れ

，金h

ミ』マ:、

重
信
幼
稚
園

一
O
五
名

北
吉
井
幼
稚
園
七

O
名

入
園
料

一
0
0
0

円

授
業
料

凹
0
0
0

円
(
月
額
)

給
食
費

四
0
0
0

円
程
度
(
月
額
)

入
園
手
続

入
国
願
書
は
、
教
育
委
員
会
教

務
課
、
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す

。

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
各
幼
稚

園
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

受
付
期
間

平
成
六
年
十
月
一
日
か
ら
十

一

月

三
十
日
ま
で
。

詳
し
く
は
教
育
委
員
会
教
務
課
又

は
各
幼
稚
閤
ま
で

。

教
育
委
員
会
宮
六
四
ー

一
五
O
O
附

重
信
幼
稚
園
宮
六
四
l

三
O
九
二

北
吉
井
幼
稚
園
宮
六
四

!
五
九
五
二

町

ムム

幼
稚
園

大字 氏名 f主 ド庁 電話番号 担当地区

;1';111 克信 山之内 1490 64-8969 旧山之内校区
山之内

利11 11 ;~;ì白 11 620 64-0684 I EI 北吉井校区

H主吉日 1青 価口 242 64-6761 J二J也区
樋口

|封 '1' アツ子 11 119~ 64-6657 FJ也 li

氏家武~ft. 償河原 184 64-2626 鉄道より西地区

機河原 水 11:1ト モ子 11 1334 64-2114 鉄道よリ束で伊予銀より北地区

藤田| 政H古 11 286-4 64-3304 鉄道よリ東でfJl子銀よ')南地区

近藤 宏 志津川 1303- 27 64-0592 南地区(志<I!)I岡地、重大官舎)

志津川 i'i>口栄 子 11 634 64-2432 北地区

久保道夫 11 1766 64-9968 八反I也地区

;fU E1.1美智子 西岡42 64-6370 本村地区

間 |司 奥村駁策 11 1340-2 64-6292 上l京以西

向井 ?右子 牛 iX11l 823 - 1 4 64 -9252 I~熔古 ' .U通・鉄道より北地区

桑名品文 見奈良80ト3 64-2987 県道より北地区
見奈良

池川 I号、子 11 403-1 64-3627 11 南地区

市須賀トシエ 出窪1 337 64-3658 一1. ' 隔地区

波剖l 良品主 11 1550 64-8052 中・北地区
且l 復

近藤 淳子 11 2012-1 64-6874 EIH1図J也

山本 者11 /1 1510-7 64-2853 鉄道よリ北で凹~団地の東側

}成 ti~ 光ug ' 1二 j別 14 7 1 64-2297 I店池J也区

大凶忠良 11 695 64-8674 三|ニ洲本郷I制支
1ド i由l

il主日11 ー匝 11 1937・ l 64-2564 下 i~同地l捕ー 29擁.，\イ，、ト i凶問

八木呪美 11 773 64-8665 三|ニ I刈団地 30-40煉

ftJ n 民| 八原健治 南野 111589 64-9931 T事m回 全地区

友'}I 守 北野E1.1 252 64-8586 本組~J血区 ・ 北野台団地
~tmll 

八t* 公 11 626 64-8372 事lî村地区 ・天神地区

î\・!ff 卒 F 卜林 11'1902 64-9179 上地区
林

枝問I i主義 /1 Ijl3267 64-6319 FJ也 l互

ff'l" 民夫 ド林 111 14 53 64-6279 1.:地区
ド 林

竹村義一 11 可 12862 64-2732 下 J也 IR

J 村 む)L 生E l 十tJP660-2 64-3217 1: キ f全地 IR

平
成
七
年
度
の
幼

稚
園
児
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

入
園
資
格

o

一
年
保
育
(
五
才
児
)

平
成
元
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
二
年
四
月

一
H

の
問
に
生

ま
れ
た
者

。

O

二
年
保
育
(
凹
才
児
)

平
成
二
年
四
月

二
日
か
ら

平
成
三
年
四
月

一
日
の
聞
に
生

ま
れ
た
者

。

募
集
人
員

。
一
年
保
育
(五
才
児
)

重
信
幼
稚
園
若
干
名

北
吉
井
幼
稚
園
若
干
名

o

二
年
保
育

(
四
才
児
)

貝児童委民生
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愛媛県緑化センタ

fi64-5527 

午前8時30分~午後5時

ところ'94 __ 
款の沼フzスティ1" 1，

時間

内容

・緑化樹等の見本展示

庭園樹、花木、生垣樹、亜熱帯

植物展示館

・交流広場

茶庭でのお茶会、樹木名当てク

イズ、どてかぼち ゃ重量当てク

イズ、小動物とのふれあい、樹

木とのふれあいゲーム

・緑化相談

緑化樹等の管理について、実j寅

・協賛展

盆栽の展示と即売、圏内の四季

写真展、植木 ・ 鉢物の展示即売

など

とニろ 愛媛県花き総合指導センタ- fi64-5867 

時間 午前9時~午後5時 (2 日は午後4時まで)

展示内容

・新しい花、珍しい花の紹介

・新しい栽培技術の展示

.ハイテク施設等の公開 ・花き展

・趣味園芸展 ・フラワ ーデザイン展

.いけばな展 ・押し花展 .ハーブ

行事内容

・花の種プレゼント

・ポット苗プレゼント(毎日先着500 名)

・園芸教室 .花と緑の相談コーナー

.フラワーオークション (2 日)

. フラワーデザイン教室

.ふるさと市コーナー

.バザー (飲食)コーナー

・園芸バザール ・園芸資材展

--*-- ・・・・・・・_ .... _ .- _ .-. - ----_ .- ・ - ・・・ ー・ - ・ - ・・・ ". _ .. ... .. _ .. _ - -- ・ - ・ -・・・ -- - _ .. - _.._.._._---

⑧
花
い
っ
ぱ
い
運
動

重
信
中
学
校

小
笠
原
愛
子

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
|
||
最

近
よ
く
耳
に
す
る

言
葉
で
あ
る
。

今
年
か
ら
、
第
二
土
曜
の
ふ
れ
あ

い
の
日
に
、
町
内
で
植
物
を
育
て

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
あ
る
と

聞
い
た
。
今
ま
で
、
こ
の
よ
う
な

活
動
に
参
加
し
た
》
」
と
の
な
い
私

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の

だ
ろ
う
と
思
い
、
参
加
し
て
み
る

こ
と
に
し
た

。

行
く
と
、
ま
ず
内
容
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
っ
た
。
一
つ
の
マ
ス

の
中
に

二
粒
ず
つ
種
を
ま
く
の
だ

そ
う
だ
。
簡
単
そ
う
に
思

っ
た
が
、

種
が
と
て
も
小
さ
く
、
作
業
は
な

か
な
か
は
か
ど
ら
な
か

っ
た
。

そ

の
日
は
、

二
箱
し
か
し
あ
げ
ら
れ

な
か

っ
た
。

帰
り
に
、
百
日
草
の

苗
を
い
た
だ
い
て
帰
っ
た
。

六
月
の
活
動
は
、
先
月
の
苗
の

鉢
植
え
と
聞
い
た

。

自
分
の
ま
い

た
種
か
ら
芽
が
出
た
と
思
う
と
気

に
な
っ
て
、
今
月
も
参
加
す
る
こ

と
に
し
た
。
苗
を
ス
プ
ー

ン
を
作

っ
て
鉢
に
植
え
か
え
て
い
っ
た
。

途
中
で
知
ら
な
い
先
輩
と
も
話
を

し
て
仲
よ
く
な
れ
た

。

私
は
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人

と
一
緒
に
人
の
た
め
に
汗
を
流
す

こ
と
が
で
き

、

本
当
に
よ
か
っ
た

〉
」
周
?
っ。

帰
り
道
、
行
く
と
き
は
空
っ
ぽ

だ
っ

た
私
の
両
手
は
、
飲
ま
ず
に

お
い
た
缶
ジ
ュ
ー
ス
と
、
小
さ
な

花
の
苗
と
、
充
実
感
で
い

っ
ぱ
い

に
な

っ

て
い
た

。

国民健康保険税第3期

納税期限 9月 30日後)

g月の納税
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| 重信町では、海外研修を通じ
I て国際的な視野と感覚を養い、

地域における国際交流及び、

地域社会づく りのリーダー育

成を図るため、 研修生を募集

l一位L一一一一一

研
修
内
容

教
育

・

福
祉

・

都
市
計
画

・

消

費
者

研
修
期
間

平
成
六
年
十

一
月
十
二
日

1

十

一
月

二
十
三
日

十
二
日
間

研
修
地

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・

ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド

研
修
費
用

7
5
0

、

0
0
0

円
程
度
(
町
が

二
分
の

一
以
内
補
助
)

募
集
人
員

若
干
名

応
募
資
絡

ー
、

重
信
町
在
住

の
方
で
研
修

の
趣
旨
を
理
解
し
、
参
加
を
希

望
す
る
方
。

2

、
健
康
で
協
調
性
の
あ
る
方

。

3
、

将
来
、
活
発
な
地
域
活
動

の
出
来
る
方

。

応
募
方
法

申
込
書
に
、
次
の
書
類
を
添
付

し
て
応
募
し
て
下
さ
い

。

l

、
勤
務
先

の
承
諾
書

。

2

、
応
募
の
動
機
を
4
0
0

字

程
度
に
ま
と
め
た
も
の

。

九
月

二
十
五
日
ま
で
に
、
役
場

企
画
商
工
課
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い

。

(
申
込
用
紙
は
、
企
画
商

工
課
に
あ
り
ま
す

。

)

問
い
合
せ
先

役
場
企
画
商
工
謀

包
六
四
|

二
O
O

一
間

(
内
線
五
五
二
)

総
務
庁
で
は
、
行
政
相
談
制
度

を
広
く
国
民
に
知

っ

て
も
ら
い
そ

の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
本
年

は
十
月
十
六
日
旧
か
ら

二
十
二
日

出
ま
で
の

一
週
間
を
「
行
政
相
談

週
間
」

と
定
め
、
全
国
的
に
各
種

の
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す

。

こ

の
週
間
行
事
の

一
環
と
し
て
、

当

町
で
も
、
総
務
庁
長

官
か
ら

委

嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
、
次

の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
致

し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
お

気

軽
に
ご
利
用

下
さ
い

。

相
談
は
無
料
で

、

秘
密
は
固
く

守
ら

れ
ま
す

。

日
時

平
成
六
年
十
月
十

三
日
嗣

午
後

一
時
1

午
後
三
時

重
信
町
役
場

二
階

第

一
全
議
室

場
所

ア
パ
ー

ト
、

借
家
等
を
お
持
ち

の
方
は
、
入
居
者
の
変
更
が
あ

っ

た
場
合
に
は
、
届
出
が

必
要
で
す

の
で
、
印

鑑
を
ご
持
参
の
う
え
水

道
諜
ま
で
お
こ
し
下
さ
い

。

入
居

者
、
又
は
代
理
人
で
も
結
構
で
す

。

届
出
が
な
い
場
合
に
は
、
持
主

の
方
に
基
本
料
金
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
ご
了
示
下
さ
い

。

ぬ
れ
た
手
で
、
ソ
ケ

ッ

ト
、
ス

イ

ッ

チ
や
プ
ラ
グ
な
ど
に
触
れ
る

と
、
感
電
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

電
気
は
湿
気
の
多
い
場
所
や

ぬ
れ
た
と
こ
ろ
は
通
リ
や
す
く
、

大
変
危
険
で
す

。

必
ず
手
を
よ

く

拭
い
て
か
ら

電

気
器
具
を
扱
い
ま
し
ょ
う

。

財
団
法
人
四
国
電

気
保
安
協
会

愛
媛
支
部

| 教育相談室 l 
毎週水曜日 午後1時-5時
9月 7、 14、 21 、 28 日
10 月 5、 12、 19、 26 日
図書館3階
64-3437 
直接米られでもかまいません。

友人関係・しつけ・学習方法・いじめ・学校不適
応などお気軽にご相談ください。

-日時

-場所
・電話

心のゆとりでゆずりあう

事故防止

l 期間叩1 日側~叩O日働|
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雨よ、降れ降れ CP
がに もがらミ 今 頭地 9 I 会
入もちの楽、ダ「年地」区八 醤蛍 1 t;_ 
つ届ょでを大」ナで元がで月 まft 1 よ
てけうす奏提と | 五の行一十 茜孟 | 百
いとど 。 し婆いマ回若わ店四 雷同 I ~:. 
まば雨 な ・ うミ目者れ行日 6 1 歪
しか不 が小念ダ 。 達ま二夜 l m 

たり足 ら 提仏 | がし二、 I . 一一
。念の 踊婆をブ 復た住山 r . 可'“
仏折 る ・日昌ヤ 活 。 浩之 I . , :'.~咽〉y， LZ
にり と鉦えナ さ 品内 r . ‘ ::" ."~ 
も、 い打な! せ ての |司.，、

熱 天 うちがマ 、 楽麓 I " .. ..~

-zA, " • 将 つ け四 を開十|あ体
ロ さ守 γ'/' :1 連のに!時国 「 手か 三 ルる育第

三崎 .' 日恒しちの全にれ日部重大 三
l の岡て進代田しるかが信全十
1 猛剛がめ表 制 ま 全ら三 中に 二

; ， 1 暑君んると覇し国北位学お回
の。ばよしがた大海に校い凹

習と夢中 りうて僕 。 全道入男て固
さーを、 たチ、達 へ倶賞子、 中

れ生果自 い|出の の知 。 ソ県学
て懸た分 」。ム来希 キ安八フ代校
い命そ達 とをる望 ッ 町月 卜 表総
ま練うの 主ーだ。 プでニボで合

重中男子ワワトボール部全国大会出場

上
林
住
宅
団
地
の
公
開

抽
選
が
八
月
十
二
日
午
後

目
ユ

一
時
か
ら
町
民
会
館
で
実

M
M
施
さ
れ
ま
し
た

。

-
マ

八
十
名
に
の
ぼ
る
応
募

a
d
z
が
あ
り
、
こ
の
日
は
優
先

居
的
譲
渡
対
象
者
に
対
す
る

入
割
当
区
画
三

O
区
画
全
て

H
E

の
当
選
者
が
め
で
た
く
決

配
定
し
ま
し
た

。

こ
れ
に
よ

宅

り
地
元
で
は
、
過
疎
化
と

住

小
学
校
の
複
式
学
級

化
に

林
歯
止
め
が
か
か
る
こ
と
を

」

期
待
し
て
い
ま
す

。

残
り
の
三
区
画
の
抽
選
は
、

の
予
定
で
す
。

1 15置すがすめぶ

し
た

。

が
ん
ば

っ

て
き
て
下
さ
い

。

虫

祈

つ

と

牛
測
地
区
で
七
月
二
十

二
日
、

稲
の
害
虫
駆
除
を
祈
る
「
虫
送
り
」

の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

道
音
寺
に
集
ま

っ

た
地
元
の
小

学
生
達
は
、
大
数

珠
を
繰
り
な
が

ら
、
五
穀
豊
穣
を
祈
と
う
。

こ

の

後
、
鐘
と
太
鼓
を
先
頭
に
、
お
札

を
つ
け
た
サ
サ
を
子
に
虫
追
い
の

歌
を
歌
い
な
が
ら
、
あ
ぜ
道
を
練

り
歩
き
、
稲
の

害
虫
駆
除
を
祈
リ

ま
し
た

。

自
然
と
の
結
び
付
き
が
少
な
く

な

っ

た
今
、
貴
重
な
行
事
と
い
え

ま
す

。

-a

え

U

か
ん
つ

今
年
の
夏
は
、
異
常
な
雨
不
足

で
節
水

・

節
水

。

あ
ち
こ
ち
で
雨

乞
い
の
行
事
も
行
わ
れ
ま
し
た

。

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
て
当

然
だ
と
思
っ

て
い
る
毎
日
、
い
い

戒
め
に
な
り
ま
し
た

。

水
は

、

本

当

に
。
生
命
の
源
。
で
あ
る
こ
と

を
実
感

。

そ
し
て
、
自

然
の
前
で

は
人
聞
は
微
力
で
あ
る
こ
と
も
。

恵
み
の
雨
が
降
り
、
早
く
解
決
す

る
こ
と
を
望
み
ま
す
が
、
「
喉
元
過

ぎ
れ
ば
暑
さ
を
忘
れ
る
」

こ
と
の

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
と

言
い

聞
か
せ
て
い
ま
す

。

広報の早期配付にご協力下さい

表
紙
写
真
説
明

下
林

・

三
奈
良
神
社
で
七
月

二

十
三
日
夜
、
氏
子
た
ち
に
よ
る
青

年
芝
居
が
あ
り
ま
し
た

。

三
回
目
の
公
演
と
な

っ

た
今
年

演
じ
た
の
は

「

大
利
根
月
夜
」
。
恋

に
破
れ
、
浪
人
と
な
っ

た
剣
豪
の

壮
絶
な
死
を
遂
げ
る
話
に
、
大
勢

の
住
民
が
暑
さ
を
忘
れ
て
見
入

っ

て
い
ま
し
た

。

三
十
五
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
た

こ
の
珍
し
い
青
年
芝
居
、
出
演
者

ス
タ
ッ
フ
の
方
達
は
大
変
で
し
ょ

う
が
、
今
後
も
是
非
続
け
て
ほ
し

い
も
の
で
す

。
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月 日 w 事 名 時 間 場所

19例)
健診結巣報告会(健診受診者) 9: 30-11: 00 上林公民館
---- - -・ーーー .酔・ ー ー ー ・ ・・・ ・ー ・・ ・ ・・・・ ー - ー ーーー ーー

役場保健婦室おとしより健康相談室 要予約 14:00-16:00 
I 才6 ヵ月児健康診査

13:30-14:30 町民会館
21かぬ (H 5年1 月 ・ 2 月生まれの者)

----------- -・ ー ー『司骨骨 M ・ ー ー ・ー ー ・ ーー ー ーーーーーー ーー ー ー . ー - ーーー ー ーーー ーー .

9 下駄ばき楽習 19:30- 町 民会館

心配ごと相談所 13: 00-15:00 役場2陪第l全議室
- -- - -ー ー ・ー - --- - ---ー--晶 画色合ー - - --ーー -- -- --- ・ --・ 4・ 曲ー ーーーーー ー ・ ・ ー ・

22(ね 乳児健康診査
13: 30-14:30 間] 民会館

( H 5年11 月 ' H 6年2Ji ' 5 月生まれの者)

23樹
祝日のためごみ収集休みます。 27 日(刈に出して下さい。

当番医 友愛内科・小児科 松山市水泥田T n76-6262 

月 24 (土) 役場閉庁日

25(日)
不燃物回収日

当番医 中川外科・ 内科松山市街梅本町 公76 -7811

26伺) 健康相談 (28 日まで) <各地区〉

30\命 国民健康保険税第3期納期限

1 (土) 役場開庁日

2 t日) 当番医藤石病院 重信町志津川 n64-1234 
健診結果報告会

9:30-11 :00 町 民会館
(健診受診者)

リ ハビリ教室
- ・ーー・e ・ ・. - ーー ー ーーー ー ーー ー ーー ーーー ・ ー.

3 (月 ) 13:30-15:30 町 民会館

おとしより健康相談室 要予約
ー ・ ー ー ー・・ ー ー ーーー

役場保健婦室14:00-16: 00 
ーー ー ーーー ー ー ーー ー -- -司司 '・・ ・ ・ー ・ ーー・--ー - - 司 ー ーー- ー ー ー ー.

分館長 ・ 主事合同会 19: 30- 町民会館

3種 (2種)混合予防機種
町 民会館4 (刈 (M来Iri l t l ~ H 41W424EMO l l'Rまはぴ ) 14: 00-14: 30 

6才渦の I 削 日 目 傾首

5 (ね
健診結果報告会

9: 30-11: 00 南野田集会所
(健診受診者)

8 (土) 役場開庁日

9 (日) 当番医 愛媛十全医療学院附属病院 川内町南方 n66-5011 

不燃物回収目、燃えるごみの収集休みます二 13 日(ねに出して下部、。
10 10伺) 当 喜子医岸本医院 川内問]北方 公66-56701

-ー・ 』 ーー ー ー -ー -ー-ーー骨盤 ー ー ーー ー ーー ・ ー ・ー 』ーーー ー ー・ー ーーー----ーー帽・ー - ----- -

皿 ヶ嶺登山

1 1(刈
離乳食学級

1 3 : 30-15 : 0。 町民会館
( H 6年6 J=J ' 7月生まれの者)

行政心配ごと相談所 13:00- 1 5:0。 役場2階第l会議室
- - ーー ， 争 司- - - -・ ーー ーー ー ー ー ー・ー ー・ ・ー ー ー . ー ・・・ ・・ーー ーーー ー

1 3(村 乳児健康診査
13:30-14: 30 町民会館

(H5年 12月 'H 6年3月 ' 6月生まれの者)

14~翁 健康づくり料理講習会(カルシウム食) 10 :00-12: 30 播磨台団地公民館
1 5(土j 役場開庁日

1 6(日) 当番医泉内科 川内町南方 公66-2226

1 7 (月) おとしより健康相談室 要予約 14: 00-16: 00 役場保健婦室
18(刈 健康づくりスク ール① 13:30-15: 00 町 民会館

ポ リ オ生ワクチン投与
印刷 (i1ぴ1 2143才1来11 1伽に11主61投f 1与1 11 1 1 生まれ 14:00-15:00 町 民会館

2 1幽 リ ハビリ教室 13 : 30 -15 : 30 町民会館

月 22(土j 役場開庁日

23(日) 当番医 西野医院 重信田I横河原 n64-2152 

24伺) 健干ー取康ー相(託談証渠(2迫6 日ー ー まーーでー ー )一一ー〈ー各ーー地ーー区ー - l
〉

i610二 ーーー一一 I ~I j - 民- -~ -~~
25(刈 不燃物回収 日

印刷 健康づくりスクール② 13:30-15:00 同] 民会館

心配ごと相談許庁 13 :00-15: 00 役場2階第 l会議室
ー ー ------ - 値 ・. 岬 ー ーーー-- -・・ ・・ ・--- ー ー ーー ー ー - - ・ ーー ーー

27(村 3f豆 (2種) 混合予防核種
町 民会館(~刷H 4'1ド什4阜

f可1と訂'l両円円l川Hトlト一 H 4μ州伴lf司年lド削』止-、』担1 
14 :00-14: 30 

6 ，ド 1 M 日開 是干章者

28(命 粗大ごみ回収1:1

29(土) 役場開 1'1" 日
30(日) 当番[家 西野内科ク リニ ック重信町牛湖IJ n64-2200 

四I県民税第3期 ・ 国民健康保険税第4期納期限

3]伺) 国民年金10月分納期限

9月 ・ 10月分水道使用料納期限

官官ιけめぶ・ 16 1

戸
籍
の
窓

八
月
十
固
ま
で
の
届
出
分

お
誕
生
お
め
で
と
う
/

横志随見見積樋志牛 住
j可 i章 ズ耳又、 プ耳て、 ii珵 {宰
原 川 口良良原口 川 j拘l 所

彦今久高三坂稲須土
f来坂井 {呆 市 好口 田内 居
議章武泰 雅 道 哲 一 仁
者仁将政志宏茂 也 茂志

(変達佑と盟実朱妻卦ミ 祥 出

樹也輔 jii少巣佳 子 生
児

7 7 7 7 7 7 7 7 6 生年月
7 5 5 4 4 3 2 ] 29 日

下 北 志牛田樋志 北 北下凶志樋見西牛 住
野 j宰 i幸野野 i掌 奈

林田 川 i拘l 窪口 川 田閏林 |司 川 口良岡 j員IJ 所

平越森中針水杉八笹芸角牧大越菅大
{呆松智田 村 尾田 l京塚木谷谷 下智沼西
護郷清卓靖匡久 利1 秀康尚 E 元勝栄
者史秀 也 彦呂雄彦久昭 彦 良 勝郎範幸

雅啓拓吟臣事ス章3 1賞彩 吋がλ 玄.)Lー龍篤俊ヨ場賓;寛弘日栄祐 出
量三美一海 洋久夏 銭弥 人充月輔 !尼

7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 生
-・ ・・ ・ ・ ・・・・・ ・ ・ ・ ・・

年

26 22 22 21 21 20 19 18 17 14 14 13 13 9 8 8 
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2忘れあい市にいSっしゃい2
毎月第 1 日曜日(第 1 回9月 4 日)
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JA本所前広場
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